












2025年度　 (A日程)　統計学・計量経済学　解答例

第 1問. 解答：

(1) (10点) β0の最小 2乗推定量を β̂0とする.

∂

∂β̂0

n∑
i=1

(Yi − β̂0 − β̂1Xi)
2 = −2

n∑
i=1

(Yi − β̂0 − β̂1Xi) = 0,

∂

∂β1

n∑
i=1

(Yi − β̂00− β̂1Xi)
2 = −2

n∑
i=1

(Yi − β̂0 − β̂1Xi)Xi = 0,

を解くと,

β̂1 =

∑n
i=1(Xi −X)Yi∑n
i=1(Xi −X)2

.

(2) (20点)

E[β̂1] = E

[∑n
i=1(Xi −X)(β0 + β1Xi + εi)∑n

i=1(Xi −X)2

]
= β1 + E

[∑n
i=1(Xi −X)εi∑n
i=1(Xi −X)2

]
= β1 + E

[∑n
i=1(Xi −X)E[εi|Xi]∑n

i=1(Xi −X)2

]
= β1

より, 最小 2乗推定量 β̂1のバイアスは E[β̂1]− β1 = 0.

(3) (40点) E[εi|Xi] = 0ならば,

Cov(Xi, εi) = E[Xiεi]− E[Xi]E[εi]

= E[XiE[εi|Xi]]− E[Xi]E[E[εi|Xi]]

= 0

となるから, その対偶より Cov(Xi, εi) ̸= 0ならば E[εi|Xi] ̸= 0といえる.

(4) (30点) E[εi|Xi] ̸= 0より,

E[β̂1] = β1 + E

[∑n
i=1(Xi −X)E[εi|Xi]∑n

i=1(Xi −X)2

]
となるから, 最小 2乗推定量 β̂1のバイアスは

E[β̂1]− β1 = E

[∑n
i=1(Xi −X)E[εi|Xi]∑n

i=1(Xi −X)2

]
.











2024 年 ミクロ経済学 A 日程 

第 1 問 

(1) 𝑝𝑥𝑥 + 𝑝𝑦𝑦 ≤ 𝑀 

(2) 𝑥∗ =
2𝑀

5𝑝𝑥
, 𝑦∗ =

3𝑀

5𝑝𝑦
 

(3) 代替効果としては財𝑥の消費量は増え、財𝑦の消費量は増える。所得効果としては、これ

らの財は上級財であるため（
𝜕𝑥∗

𝜕𝑀
> 0 などより）、両方の財の消費量は増える。 

(4) 𝑣(𝑝𝑥 , 𝑝𝑦, 𝑀) =
108𝑀5

3125𝑝𝑥
2𝑝𝑦

3 

 

第 2 問 

(1) 𝑞𝐽
∗ = 66,Π𝐽

∗ = 2178 

(2) 𝑞𝐽1
∗ = 𝑞𝐽2

∗ = 88,Π𝐽
∗ = 5808 

(3) 𝑞𝐽1
∗ = 84, 𝑞𝐽2

∗ = 72, 𝑞𝐾
∗ = 30, Π𝐽

∗ = 4608,Π𝐾 = 450 

(4) 学習効果が存在する場合には、今期に過剰に生産することにより来期の限界費用を下げ

ようとする。特にライバル社が存在する場合には過剰生産による限界費用削減がコミット

メント効果を持つため、来期の競争を有利にするためにも生産を多くする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2問. 解答：

(1) (10点) (エ)

(2) (30点) iが処置を受けた場合の結果変数を Y1i, 処置を受けなかった場合の結果変数
を Y0iとし, 連続変数 Siが c以上の場合に処置をうけ, c未満の場合に処置を受けな
いとする. このとき, 連続性の仮定とは E[Y1i|Si]と E[Y0i|Si]がそれぞれ Si = cの
近傍で連続であるという仮定.

処置を受けるかどうかのルールが無ければ、潜在的結果は本来処置の有無を決める
近辺で連続であるという仮定。

(3) (30点) どのような入試成績であっても合格不合格が変わらなければ、それら生徒
の米国版センター試験の成績は高校入試成績に関して合格ボーダー近傍で連続であ
る状況。

(4) (30点) この共同研究では有名校にギリギリ合格した生徒とギリギリで落ちた生徒
の比較をしており、導出できるのは合格ボーダー付近の生徒の平均処置効果である
LATE（局所平均処置効果）のため、有名校にトップの成績で合格した生徒がどう
かは何もいえない。










